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－ 研究目的 －

正味の磁化が小さいながらも強磁性体と同等な現象を発現する物質に注目が集まっている。そのような物質で
はより高感度の磁気センサや高集積化した磁気メモリの実現が期待されている。さらに超伝導体との組み合わ
せ(接合)によって、通常では発現しない超伝導状態が実現できる可能性がある。本年度ではその新たな磁性化
合物候補の探索を行い、候補物質の単結晶育成法の確立および物性評価を行った。

－ 研究成果・効果 －

将来的な応用も考慮して大気中で安定なカルコゲン化合物に着
目した。候補物質としてAB2X4 (A,B = 3d元素)に着目し、気相輸送
法によって図1左中写真のような単結晶の育成に成功した。この
物質の磁化測定から、フェリ磁性的磁気曲線であり、比較的正味
の磁化が小さいことを確認した(図1左)。ホール抵抗率の測定によ
り、温度域によって振る舞いが大きく変わるような異常ホール効果
を観測した(図1右)。通常の磁場に対して線形ホール効果に加え
て磁化に依存するものを異常ホール効果という。反強磁性体にも
かかわらず大きな異常ホール効果を示す典型的な物質のMn3Sn
と比べても、ホール効果の絶対値はMn3Snに匹敵するが磁化の
大きさは1桁大きかった。Mn3Snと同様の異常ホール効果の起源
をもつ可能性がある新たな候補物質といえ、正味の磁化も組成制
御によって今後さらに小さくできる可能性がある。

図1(左)初めて育成に成功した単結晶の磁化曲
線と結晶が外景． (右)同単結晶の各温度にお
けるホール抵抗率の磁場依存性。

関連論文： R. Yano et al., Nature Communications, 14, 6817 (2023). 関連発表：矢野力三ら，日本物理学会第78回2023年次大会， 19aA404-10 
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